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研究成果の概要（和文）：本研究は、1860年から現代までのアメリカ文学作品に描かれた「黒人エリート」像を
対象とし、その表象の系譜と社会・歴史的背景を詳らかにしたものである。「黒人エリート」とは、その起源に
おいては、奴隷の立場からいち早く解放され、私財をなして政界、学術・教育界、教会等で指導的地位を得たア
フリカ系の市民層を指す。この集団を、より顕著な社会的役割を帯びた「第三の人種」と措定して、アメリカ社
会の人種問題の複雑性を具体的に詳述し得た点に、本研究の独自性がある。方法面では、1）南北戦争期、2）再
建期、3）大移住期、4）第二次大戦期、5）公民権運動期、6) 現代に分け、作品分析と史料調査を並行的に進行
した。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the depiction of the "black elite" in American 
literature from 1860 to the present to clarify the genealogy and socio-historical contexts of this 
representation. In its origin, the term "black elite" referred to a group of African descent who 
were among the first to be emancipated from slavery. Through their private fortunes, they ascended 
to leadership roles in politics, academia, education, the church, and other institutions. This 
research is distinctive in its exploration of the intricate racial dynamics within American society,
 positing the black elite as a "third race" with a significant social role. Methodologically, the 
study is segmented into six periods: 1) Civil War, 2) Reconstruction, 3) Great Migration, 4) World 
War II, 5) Civil Rights Movement, and 6) Contemporary. Analysis of literary works and archival 
research were conducted concurrently across these periods.

研究分野：英文学および英語圏文学関連

キーワード： アメリカ合衆国　黒人　階級　人種　ブラック・フェミニズム　混血　アメリカ文学　カラーブライン
ド主義

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本課題の意義は、南北戦争と再建期の意味を、黒人エリートの存在を手がかりに再考し得た点にある。南北戦
争は人種的正義を意図したものではなかったが、奴隷制度の撤廃は白人の排他性を部分的にも解体した。その恩
恵に浴したのが、黒人エリートたちであったが、その特権性は、人種平等政策と相反するカラーブラインド主義
等の皮肉な思潮を産んできた。だが本研究は、その桎梏の中でさえ、有益な社会ヴィジョンを提示してきた黒人
市民の足跡を明確化するとともに、人種集団内部の力学、人種観念の多層性、人種関係の複雑性を客観化するこ
とで、アメリカ社会のより精緻な見方を提起した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）「黒人エリート」という概念 
本研究がテーマとしてきた「黒人エリート」（black elite）とは、アメリカ合衆国におけるアフ
リカ系の市民層の一である。彼らは他に先んじて奴隷の立場から解放され、私財をなして政界、
学術・教育界、教会等で指導的な地位を得た人々である。この市民層としての形成自体はアメリ
カの独立以前に遡りうる、長い歴史を有する社会集団である。独立戦争直後のニューヨークとフ
ィラデルフィアに出現したのがその最初の例とされており、南北戦争勃発時には、全米ですでに
48 万人を数えた自由黒人（free blacks）の一角を占めた土地所有者が、その中心をなしていた。 

 
（２）先行研究と着想にいたる経緯 
この社会層を対象とした研究は、従来、合衆国では黒人史等、社会科学の分野において、中心
的に進められており、特定の都市や地域を事例に、その形成の経緯と役割をあとづけてきた。こ
れを最初に主題的に論じたのは、黒人社会学者の草分けである E. Franklin Frazier である。彼の
Black Bourgeoisieは、1957年、合衆国で、公民権運動が活発化し、黒人の指導者が社会的な認知
を得ていたさなかに出版されている。けれども Frazier は、公民権活動家や経済的富裕層とはあ
えて区別されたこの集団を対象とすることにより、同人種集団のエリート層のプロトタイプを、
南北戦争以前に解放されるにいたった「混血特権階級」と位置づけて、黒人集団内部における階
層的ダイナミクスの分析の必要性を徴づけていた。 
近年、この視点はWillard B. Gatewoodの Aristocrats of Color: The Black Elite, 1880-1920（2000）
等に引き継がれており、これが本研究に至る着想を根本的に導いた。Gatewood は、アンテベラ
ム期に成熟を遂げた当該黒人エリートの社会的位置づけを考察し、黒人という集団内部の動態
や問題性を詳らかにした。彼らは南北戦争後、再建政府に組み込まれ、社会的地位を向上させ得
たみずからを、他の黒人たちから峻別し、「旧家」を標榜するなどした「第三の身分」であった
と位置づけた。本研究でテーマに掲げた「第三の人種」とは、Gatewood のこの知見を手がかり
としたものである。「第三の人種」とは、私が従来進めてきた黒人文学研究でつとに注目し、問
題意識を高めてきた「黒人内部の社会的動態と格差」に対する作家たちの批判意識を的確に表意
しうる概念として、この先行研究に準拠しつつ設定された。 

 
（３）本邦における研究状況 
本研究の着想をめぐる背景は以上であるが、従前、これが主題となる研究成果は相対的にむし
ろ乏しく、それゆえに、本研究の意義は高いという自己評価を行っていた。しかし本課題申請後、
予備研究を進めるうちに、本邦に、この問題を主題とした研究成果、『アフリカ系アメリカ人と
いう困難――奴隷解放後の黒人知識人と「人種」』（大森一輝著、彩流社刊、2014年）があるとい
う事実を知り得るにいたった。合衆国黒人史・社会史の分野で定評のある著者は、アメリカ初の
黒人大統領と呼ばれたバラク・オバマが、人種主義がいまだ強固な状況下、平等政策を進めるこ
とを困難とした結果、人権擁護を呼びかけながら人種的平等に言及しない「カラーブラインド主
義」に拠ることになった経緯から、特定の黒人エリートのケースを記述・分析している。この研
究に触れたことは、その後、本研究を開始した際、計画当初では主たるテーマと考えてはいなか
った現代の黒人指導者の営為について考究し、成果をあげるきっかけとなった。 
 
 
２．研究の目的 
（１）3つの課題 
本研究は、1860 年〜公民権運動期までのアメリカ文学作品に描かれた「黒人エリート」に着
目し、(1)その表象の系譜をまとめ、(2)主要テクストの史的根拠を分析し、(3)フィクションに込
められた歴史的洞察力の検証を行ったものである。上述した「黒人エリート」は、アメリカ黒人
文学史の全般において、それを表象した作品を見出すことのできる像だが、従来単に、階層的な
偏差として捉えられてきた。これを受け、この集団をより顕著な社会的役割を帯びた「第三の人
種」として説明した歴史的研究に基づいて、文学表象を読み直すことを本研究の目的に据えた。
より具体的には、この作業から、黒人集団内部の力学、人種観念の多層性、人種関係の複雑性、
彼らがアメリカ社会に与えた影響を、多角的に検討できた。 

 
（２）問題とする時代 
方法的な面においては、当初より、1）南北戦争期、2）再建期、3）大移住期、4）第二次大戦
期、5）公民権運動期という時代区分を設定し、作品分析と史料調査を並行的に進めることを計
画していた。しかし、2019年度末より約 4年間にわたって続いた Covid-19パンデミックで、合
衆国で行う現地調査が滞ったため、研究を 2年間延長した。これにより、6）公民権運動後ない
しは現代という時代区分を追加して、とりわけ現代黒人エリートの役割を検証するという目的
を補完することにより、当初目論んだ以上の学術成果をあげることを志した。 



 
３．研究の方法 
（１）研究の手順と延長に伴う変更 
以上を踏まえ、研究 3 年目にいたるまでは、4 ヶ年の研究期間を見込みつつ、まず 1860 年か
ら約 100年にわたり確認される黒人エリート表象を、5つの時代区分に即して整理しながら、文
献の精読・分析を主たる方法に据え、研究を推進してきた。しかし先述のように、2019 年度終
盤に始まったパンデミックの影響により、本来は合衆国に渡航して行う現地リサーチを中核に
進めることを予定していた文献研究の内容が、途中で変更されるにいたった。研究当初は、上記
5つの時代区分に基づいて、その分析結果を系譜的にデータ化しておく計画をたてていた。だが
それを、「公民権運動後ないしは現代」を追加した 6期にわたるものと変え、特に第 6期に関し
ては、文献調査のみならず社会状況を広く視野に入れ、プラクティカルに主題化し、論文執筆を
重点化するとともに積極的な成果公開を行った。 
 
（２）第 6期文献研究の概要 
 具体的には、1年目に第 1期（南北戦争期）と 2期（再建期）、2年目に最も作品数の多い第 3
期（大移住期）、3 年目には第 4 期（第二次大戦期）と 5 期（公民権運動期）に、それぞれ刊行
された作品と、その歴史的背景の分析を行ったが、4年目から 6年目までは、5期とともに、6期
（公民権運動後ないしは現代）に広くまたがる社会的に有意なテーマを個別的に設置して、手に
入る文献調査をもとにして、国内において論文成果をまとめていった。2020 年 6 月以降は、折
しもパンデミックを背景として、同年 5 月に合衆国で生起した警官による黒人市民の殺害事件
が勃発した。それを機に、全世界に拡大した社会運動、ブラック・ライヴズ・マターへの関心が
高まったため、学術的・社会的なニーズに合わせて成果公開を集中して行った。 
 
４．研究成果 
（１）「第三の人種」の意味 
人種表象を主題とする本研究がこの集団に注目したのは、これが合衆国とその南部における
人種構造の理解を刷新することのできる、いわば忘れられたパラメーターであるからだ。再建期
（1865-77）に対する近年の評価は、人種的平等を目論んでいたはずの北部の失態を指摘するも
のが主流であるが、黒人エリートの存在は、その不完全さの一因ともなっていた。戦後の南部再
統合と国家再建を目指した北部が推進を迫られたのは、夥しい解放奴隷の経済的自立に基づく
復興であったが、その計画は頓挫した。旧奴隷たちへの補償として計画された所謂「40 エーカ
ーにラバ 1頭」は立ち消えとなり、結局のところ南部は北部の投機家に食い荒らされて停滞し、
占領は単に懲罰的な征服に終わった（Edmund Wilson, 1962）。 
しかしその失敗の背景にあるものは、「南」対「北」や「人種主義」対「自由主義」、または「白
人」対「黒人」の図式に収まる二元的な構図ではない。「第三の身分」たる黒人エリートがこの
関係に介在し、事態を複雑化させたのである。彼らが抱いた特権者としての自己認識は、むしろ
戦後の南部社会を「三人種体制」として再編した。つまり、白人と黒人どちらの範疇にも適合し
ないこの集団は、かたや北部の共和党には新時代の大義を担った「黒人」として優遇され、州政
府や議会の中枢に組み込まれて貴族化した。だが、かたや彼らはそうなった以上、もはや旧奴隷
たる黒人の代表者ではあり得なかった。黒人一般に対しては、むしろ白人性を得た異人種として
の地位を帯びるにいたったのだ。 
ちなみに共和党政権は、旧南部支配者層への見せしめもあり、「黒人」を公職へ積極的に登用
したが、この急進主義への反感が、民主党復帰後のジムクロウ社会でのリンチ横行の主因となっ
たという説もある（Robert Penn Warren, 1961）。この見解があぶり出すのは、黒人と黒人エリート
を実質的に分断する人種的利益の相反状態にほかならない。再建期以降の黒人作家には、奇しく
もこのような家の出身者が散見されるが、Charles Chesnutt, James Weldon Johnson, Jean Toomer 
(Pinchback家) などは特に、第三の人種とも呼べる自伝的な人物像に、自我の苦悩を託していた。
このような背景から、黒人エリートの史的実態の解明は、アメリカの人種関係の構成をより正し
く理解するため不可欠な、基礎研究と位置づけられる。 
 私が（一般的な）黒人エリートの重要性に気づいたのは、小説中の黒人像を通してであるが、
アンテベラム期の終盤から再建期を経て大移住期（文学的にはハーレム・ルネサンス期）に登場
した黒人作家、ならびにそれ以後の William Faulkner をはじめとする（白人）南部作家たちは、
時に作家の歴史認識の表徴として、時に社会関係の変化を表すツールとして、黒人エリートと呼
べる像を描いてきた。それら人物のエリート性は、家系、経済、性格、身体性など多様な要因に
基づいている。ただしそうした像にはしばしば、上流という言葉では表しきれない性質がある。
本研究では、黒人エリートの問題が単に階層の問題ではなく、より特殊な人種意識に基づいてい
る可能性が見えてきた。その一つが、むしろ「黒人」として括られることを不本意とし、自己表
現や自己達成において、人種的出自をさほどの不利益と感じずに済んできたエリート層特有の
カラーブラインド主義やカラリズムである。この傾向への批判に関しては、1930-60年代に活躍
した黒人女性作家・知識人 Zora Neale Hurstonがいまでもリアリティをもっている。近年ではこ
のような偏差がなぜ生じるのかということを、インターセクショナリティという理論的概念に
よって説き明かそうとする社会／文学批評の一角があるが、その概念の解説を踏まえた複数の
論考を、多数の読者をもつ媒体に招請寄稿することができた。 



 
（２）各論 
① エリート意識と混血性 
マイアミ大学アメリカ高等研究所、フロリダ歴史協会、ニューオーリンズ歴史協会において行
った、南北戦争以前における解放奴隷植民化計画、ならびに戦後における Freedmen’s Bureau の
アーカイヴ調査を通した黒人エリート像の分析、さらにそれらを扱った文学作品の分析から、
「第三の人種」意識の核となるのは混血性であることが確認された。作家としては Harriet Beecher 
Stowe, Charles Chesnutt, Albion Tourgée, Jean Toomer, William Faulkner, Nella Larsen, George Schuyler
等、人種横断的に分布する多くの優れた作家たちが、その問題を多角的に扱っている。問題の特
異性を最も鮮烈に表しているテクストは、奴隷ではあったものの、その特殊な境遇から一種のエ
リート意識をもって体験記を刊行した女性逃亡奴隷 Harriet Jacobsの閲歴である。 

 
② ハーレム・ルネサンスの多様性 
 黒人文芸最初の隆盛期をカヴァする「第 3期文献研究」では、アメリカ黒人の大移住期からハ
ーレム・ルネサンス期におよぶ資料を調査した。W. E. B. Du Bois, James Weldon Johnson, Jean 
Toomer, Zora Neale Hurstonらを中心に、明示的に社会層となって定着しはじめた黒人エリート自
身の言葉や足跡が明らかとなるにいたったが、Johnson と Toomer に関しては、政治との関係を
主として調べた。Johnsonについては、黒人人権団体 NAACPの事務局長としての、また Theodore 
Roosevelt 政権の外交官としてのキャリアにおいて蓄積された言説から、帝国主義や人種解放に
関する思想を明らかにした。Toomerに関しては、高明な政治家である祖父 P.B.S. Pinchbackへの
心情を綴った未刊行の自伝草稿から、「黒人エリート」像に対して彼が暗に表現していた自己認
識の複雑な諸相が明らかとなった。Hurston に関しては、フロリダ等で収集したアーカイヴ資料
とともに、長らく未刊行であった元奴隷の聞き取り調査の記録 Barracoon（2018）の分析により、
黒人自身の特権意識というものに対する彼女の敵意の苛烈さが明らかとなった。 
 
③ 公民権運動時代の指導者と文学 
 1950 年以降の黒人史は、公民権運動の中で、多くの著名な指導者が産まれたことを記してい
る。アラバマ州モントゴメリーのバス・ボイコット運動で頭角を現したMartin Luther King, Jr.や
ノースカロライナ州グリーンズボロ発の座り込み運動を主導した大学生、また Malcolm X やブ
ラック・パンサーの指導者等、イスラーム教信仰とつながる団体が、実力行使を含む社会的不服
従運動を繰り広げた。それらの意義が認知されている一方で、この時代、社会的リーダーシップ
を考究した黒人作家は、そうした社会活動の先端とやや距離を置いていた。ここに同時代の文学
における黒人エリート表象の最大の特徴がある。その代表的な作家たちは Ralph Ellisonと James 
Baldwinであるが、両者ともに、政治的行動における集団性の欺瞞を直視し、それをおのれの文
筆の基盤としていたと思われる。 
 
④ ブラック・ライヴズ・マターと女性 
 21 世紀転換期以降の人種的エリートは、当初本研究が主眼としていた特権性に基づいた集団
から様変わりしている。その再編成は、1970年代中盤に形成された「ブラック・フェミニズム」
と呼ばれる思潮を受け継いだ女性たちの活躍によって担われてきた。黒人女性の影響について
は、それが社会的に確認された当初より、等閑視されることが多かった。しかし、資本主義の跳
梁によって経済格差が拡大し、社会的公正性が瓦解している現状に加え、差別意識が人間同士の
紐帯を切断し、特定者の尊厳を毀損する事象の世界的な頻発が、当該思想のリヴァイヴァルを必
然化し、また Ella Bakerなど多くの女性指導者たちの再評価を促進している。殊にブラック・ラ
イヴズ・マター（BLM）運動の知的・政治的動力源は、ブラック・フェミニズムと見なされてお
り、インターセクショナリティなる概念も、もとは 1970年代の黒人女性思想からきている。こ
の点の意味を、より大きな視点で説明する際、黒人エリートという枠組みの有効性は多大である。 
 
⑤ 関連理論と派生的成果 
 本課題は、人種集団内部の力学、人種観念の多層性、人種関係の複雑性の考究の途上に、以上
の中心的な主題には入らない、さまざまな派生的研究成果を産むにいたった。研究の過程におい
ては、それらを一概に排除せず、より広範な作家や作品を介した理論的研究として遂行した。そ
の主要なものは、Henry Jamesにおける恥辱論、William Faulknerにおける歴史論、Ernest Hemingway
における法理念論、Edith Whartonにおける人種論、Carson McCullersにおける暴力論、また理論
家 Judith Butlerの身体論の人種理論からの考察等、それぞれについて論文や口頭発表の形で成果
公開を行った。 
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